
 ①お�り��年8⽉
13⽇に��りがあり
盛り上がれる。�内

が��してコミュニ

ケーションが�れる。

②��付き�い・下�の良さ。

③��の便�有���の��。千⽯2丁⽬に�が
�来る。東⻄�も便利。�形�が�い。

④��・�����⽩河を中�に、現代���、

⽊場��等。スーパーも�い。��を散�でき

る。インターナショナルスクールもあり国�的。

⑤�協��くて相�しやすい。

①��おいしくて�い�が�い。

②�ども・若者�若い夫�が協⼒的に⾒え

る。「�当か�そんなのいないぞ�」という

�も�たが…。
③暮らし��く�んでいる�から下�の雰囲

気が�じられるという�が�構�た。

④����・��・�路が�く�はきれい。

⑤利便性���の便が良く�が�い。スーパ

ー・コンビニが�い。

⼀�で潰れている�

も�いよねという�

もあった。
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①�とのつながり��付き�いが�っている。おすそ�

けがある。ゲートボールに100歳の�が��されてい
て、みんなその�を⽬標に��っている。�⽊ではお�

りをやるとお金が�まる。お金持ちが�い。

②��の便�碁�の⽬になっていて�が�かりやすい。

③�����がある。��がある。�しいカフェがたく

さんできている。

④����共��が�い。��センター等では各種��

が�い。相撲��も�い。⽣���も�めて�みやすい

街ではないか。

「まちづくり�し�いひろば」では、⽇�から�じている地

域の���題や�みを念頭においていただきながら、「��

のまちづくり」のアイディアを�し�います。そのアイディ

アを�５�地域��活動��の中に盛り�むことで、��の

活動へとつなげ、�げていくための��とします。

江東�����協��  地域��活動��策�

ワークショップ  地域のいいところ
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〇�国籍の�ごみの�別マナーができていない。�しい⾯もあるのかもがと思う。

〇����をする�が�い。⾞の�����も1度⾒たことがある。
〇耐�⼯事の必�な古い��が�いのではないか。

〇千⽯�の開発が�配。

〇��のある�の��が�る(⾜が�いのに2�に�んでいる等)。
〇�て�しによる立ち�きが�い。また、�賃が�い。

〇�付き�いが��になっている。�しい��とのコミュニケーションが�しい。

〇�も�いし�も�い中、もし何かあった時にどのように��すれば良いか不�。

〇個���がひっそりと閉�し�なくなってきている。

〇��者が働ける場�が�ない。

〇��のある�との付き�い�が�からない。

〇��・⾃��活動に若い�代の�が�ってこない。⽼�クラブも�め�員のなり⼿が

いない。�来・⽼�への不�がある。

〇�代間の価��の�い。

〇�び場でもあれをやってはだめ、これをやってはだめといった制�事項が�い。

〇�代間の��がうまくいかないと持�しないため若い�代が�ってこれるような⼿立

てが必�。

〇ネット��になっていることにより個�情�が簡単に�われ簡単に漏洩し�々な問題

が�こるため、�さん��になっていてなかなか打ち�けられない。

         これまでは�の��センターで

         の開�で、このような���で

         ⾏うのは�回が�めてであっ

         た。やはり雰囲気が�わって、

         �さまアットホームに�⾒��

         をされていた。暮らしの��や

⽇常を�じながら�⾒��をやるのが良いと�じ

た。これから�ももっと流動�して未知の事�に�

⾯していく中で、共�の�題としては�の暮らしの

ありようをどう持�可�なものにしていくか。��

の発想を�び�えて、�つながっていない�ともつ

ながって、というところが�っこの�題なのかなと

思った。地域づくりで�れてはいけないのは、この

場にいない他者にどう⽬を向けるかということと、

こういう場で�てこないものの中に�当の�題があ

るという想�⼒が⼤事。そのようなことを�えなが

ら2回⽬��のビジョンづくり、この地域を６年�ど
うしていきたいか、その��を�さまがどうつくっ

ていくのかに�⽬したい。
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������ �⽥�郎 �師       

                      �⽇は、「地域のいいとこ
                      ろ」と「地域の�りごと」
                      をセットで�えました。そ
                      うすることで「地域の�み
                      や」「地域の�み」を�かび上
がらせることができました。�回を基に７⽉２６

⽇の２回⽬では、他の��体の�査などの�題と

�き�わせて�り�りを⾏います。

 �⽇の「地域のいいところ」と「地域の�りご
と」で�たご�⾒をもとに、�回２回⽬のワーク

ショップでは「６年�にこうなったらいいなあ」

と思う地域の⽬指すべき�のビジョンを挙げてい

ただき、共有し、個�でできる事、地域でできる

事の⽬標を�き�したいと思います。

地域��活動��担当 井上�

ワークショップ  地域の�りごと   ⼀�抜粋


